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ディーゼル車排出ガスＮＯｘ還元剤（高品位尿素水）の販売開始について 
 

 当社（社長：中西宏幸）は、日産ディーゼル工業株式会社（社長：仲村巌、以下「日産ディーゼ

ル」）が、今秋、新長期排出ガス規制（平成１７年規制）適合車として尿素ＳＣＲ（Selective 

Catalytic Reduction）システムを搭載した大型トラック（ディーゼル車）を発売開始されることに対

応し、同システムに排出ガス（ＮＯｘ）の還元剤として使用される高品位尿素水を新たに製造販売

することと致しました。 

＜概要＞ 

１． 製品：ディーゼル車排出ガスＮＯｘ還元剤（高品位尿素水） 

２． 商品名：ＡｄＢｌｕｅ
ア ド ブ ル ー

 

３． 製造設備：当社大阪工場内に設置 

４． 生産能力：２０，０００トン／年 

５． スケジュール：着工：２００４年７月 

           完工：２００４年９月 

           販売開始：２００４年１０月 

６． 売上高：５０億円（０７年度） 

 

 わが国の自動車排出ガス規制は、環境保全への取組みの高まりから年々強化されており、平

成１７年施行の新長期排出ガス規制に適合する自動車の開発が必須となっております。特に大

型トラック等のディーゼル車の排出ガス低減は重要な課題でありますが､排出ガス中に還元剤と

して尿素水を噴霧し反応させ、無害な窒素と水に分解する尿素 SCR システムは、新長期排出ガ

ス規制に適合する窒素酸化物（NOx）低減技術の１つとして、注目されております。 

 

当社は､中期経営計画において、レスポンシブル・ケア精神の下、環境問題に積極的に対応す

ることとしており、尿素の国内トップメーカーとしてこのＳＣＲシステムに着目し、独立行政法人新

エネルギー・産業技術総合開発機構が実施した「高効率クリーンエネルギー自動車の研究開発」

事業において、同システム導入に向けた課題検討に参画すると共に、同システムに対応した高

品位な尿素水の安定的な製造方法の確立に注力して参りました。今般､日産ディーゼルが、尿素

SCR システムを搭載した新長期排出ガス規制適合の大型トラックを発売開始されるのを機に、当

社はＮＯｘ還元剤としての尿素水（商品名：ＡｄＢｌｕｅ
ア ド ブ ル ー

）の商業生産を開始することとしたものです。 

 

 ＥＵ各国においては、大型ディーゼルトラックに本システムがスタンダードとして採用されること

がほぼ決定しており、わが国に於いても将来的にこのシステムがスタンダードとなる可能性が高

く、その普及に伴いＡｄＢｌｕｅ
ア ド ブ ル ー

の需要も増加していくものと期待されます。当社は､尿素ＳＣＲシステ

ム搭載車の安全な稼動のために要求される厳しい品質基準を満たす高品位な製品を、全国各地

の給油基地・トラックステーションに対し円滑に供給するため、当初は原料である尿素の製造プラ

ントのある大阪工場を主力生産拠点と致しますが、順次国内各地に生産拠点を立ち上げ、整備

していく所存です。 
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